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2広報　　　　　　　　 平成19年5月号

表紙の写真コメント

　　　愛媛 FC のホームゲーム二戦目となる「水戸ホーリーホック戦」で、一本松小学校児童が、憧れの
選手と嬉しそうに手をつないで一緒に入場（エスコートキッズ）しました。子どもたちにとっては、選手
との記念撮影等、心に残る想い出になったようです。

3/21

「第4回全国ホープス選抜卓球大会」に猪野蕗
ふき

子
こ

さん(福浦小)
が出場しました。(前列右側 )

3/24・25

町
長
の
行
動

　

3
月
は
、
国
道
56
号
宿
毛
一
本
松
改
良
開
通
式

（
24
日
）、
篠
山
小
中
学
校
合
同
校
舎
落
成
式
（
25
日
）、

明
日
の
四
国
づ
く
り
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
（
26

日
、
高
知
県
梼
原
町
）、
水
産
振
興
協
議
会
（
29
日
）、

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
教
職
員
離
任
式
・
辞
令
交
付

式
（
30
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

4
月
は
、異
動
者
・
臨
時
職
員
辞
令
交
付
式
（
2
日
）、

愛
南
漁
協
製
氷
施
設
落
成
式
（
5
日
）、
愛
媛
の
み
な

と
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
6
日
、
松
山
市
）、
コ
カ
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）と
の
災
害
協
定
（
9
日
）、
南
宇

和
高
校
入
学
式
（
10
日
）、
え
ひ
め
南
農
協
合
併
10
周

年
記
念
式
典
（
14
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

広
報
「
あ
い
な
ん
」
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
的
な
行

政
運
営
を
め
ざ
し
、
新
た
な
組
織
・
機
構
に
改
編
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
簡
素
で
機
能
的
な
組
織
・
機
構
改
革
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
「
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
時
代
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
機
器

の
発
達
に
よ
っ
て
、
行
政
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
機
能

や
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
住
民
の
方
が
住
む
街
の
魅
力
を
再
発
見
し

た
り
、
町
外
の
方
に
愛
南
町
の
自
然
の
美
し
さ
や
人

情
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
な
ど
、
利
用
さ
れ
る

皆
様
が
求
め
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
に
お
い
て
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
よ
り
多
く
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

災害時における飲料水の提供及び
供給に関する協定書を四国コカ
コーラボトリング㈱と結びました。

4/9

南レク大森山公園で、Jカードかつおくん主催「春のお楽し
みウォーキングラリー」（5km）が開催され、62名が心地良い
春風と眺望を楽しみました。

4/8

愛南漁協の「御荘製氷施設」が御荘平城地区、長崎に完成し、
落成記念式典が行われました。

4/5

小型動力ポンプ積載車が西海方面隊第1分団 久家・下久家
支部に配備されました。

3/20

災害対応特殊救急車が配備されました。

3/13
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町長の行動

目次

町職員人事異動のお知らせ

教職員人事異動の
お知らせ

町政フラッシュ

愛南こみゅにけーしょん

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

▲

▲

▲
愛媛 FC ホーム
ゲーム ( 愛南町
マッチタウン )
で、元気よく愛
南町を PR して
くれた一本松小
児童と南宇和高
校女子サッカー
部員の皆さん

4/11

3/21

p2

p3

p4～

p8～

p10～

p22～

p24

p25

p26～

p28

▲みんなで楽しく「城」
　遊びをしました。
   （深浦小）

4/3

「河内晩柑」の
総称募集に応募
した一本松小 6
年生（32 名）の
皆さん

▲パトカーを先頭に、国道
　56 号宿毛・一本松改良
　開通式が行われました。

3/24

▲新校舎落成を祝って！3/25

青春、真っ只中の高校生の姿に感動しました。
（南宇和高等学校定期演奏会）

3/25
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次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
（
総
勢
1
8
6
名
が
異
動
、
新
規
採
用
6
名
）

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
役
職
ご
と
に
異
動
者
の

み
掲
載
し
ま
す
。
（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
格
）

町
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

特集

1

新　
　
　

任

旧　
　
　

任

氏　

名

【
課
長
級
】

議
会
事
務
局　

事
務
局
長　

水
道
課　

課
長　

○
岡 
和
三
郎

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

西
海
公
民
館　

館
長

吉
田 

仁

企
画
財
政
課　

課
長

議
会
事
務
局　

事
務
局
長　

浅
井 

通

財
産
管
理
課　

課
長

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長

吉
田 

俊
一
郎

町
民
課　

課
長

会
計
課　

課
長

土
居 

道
博

農
林
課　

課
長

(

併)

農
業
委
員
会　

事
務
局
長

一
本
松
支
所
地
域
振
興
課　

課
長

石
河 

浩

水
産
課　

課
長

(

兼)

内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー 

所
長

城
辺
公
民
館　

館
長

竹
田 

武
久

商
工
観
光
課　

課
長　

総
務
課
広
報
広
聴
室　

室
長

木
原 

荘
二

柏
保
育
所　

所
長

(

兼)

家
串
保
育
所　

所
長

柏
保
育
所　

所
長　

田
原 

博
人

御
荘
保
育
所　

所
長　

柏
寿
園(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)　

課
長

松
田 

雅
博

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長

吉
見 

元

一
本
松
支
所　

支
所
長

(

兼)

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

国
保
一
本
松
病
院　

事
務
長

○
嘉
新 

安
行

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

西
村 

信
男

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長

菊
川
保
育
所　

所
長

坂
井 

宏
光

西
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

課
長

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

○
和
田 

俊
之

会
計
課　

課
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

尾
崎 

弘

学
校
教
育
課　

課
長

商
工
観
光
課　

課
長

橋
岡 

政
文

内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長　

内
海
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

木
網 

玄
樹

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

兼)

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
室　

室
長

吉
田 

勲

生
涯
学
習
課　

課
長

(

兼)

愛
南
町
中
央
公
民
館 

館
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

楠
木 

憲
一

平
城
公
民
館　

館
長

御
荘
保
育
所　

所
長

山
平 

祥
三

城
辺
公
民
館　

館
長　

緑
保
育
所　

所
長

本
多 

計
清

長
崎
保
育
所　

所
長

（
兼
）
菊
川
保
育
所　

所
長

長
崎
保
育
所　

所
長　

中
尾 

房
子

中
浦
保
育
所　

所
長

(

兼)

赤
水
保
育
所　

所
長　

中
浦
保
育
所　

所
長

菊
地 

真
由
美

緑
保
育
所　

所
長

(

兼)

長
月
保
育
所　

所
長

長
月
保
育
所　

所
長

岡
田 

庄
吉

東
海
保
育
所　

所
長

(

兼)

久
良
保
育
所　

所
長

久
良
保
育
所　

所
長

濱
本 

正
恵

一
本
松
保
育
所

(

兼)

正
木
保
育
所　

所
長

正
木
保
育
所　

所
長

髙
田 

小
夜
美

高
齢
者
支
援
課　

課
長

(

兼)

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

高
齢
者
支
援
課　

課
長

尾
田 

正
幸

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長　
　

城
辺
み
し
ま
荘(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)

課
長

曽
我
部 

盛
男

環
境
衛
生
課　

課
長

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室　

室
長

児
島 

秀
之

国
保
一
本
松
病
院　

事
務
長

農
林
課　

課
長

(

併)

農
業
委
員
会 

事
務
局
長

田
中 

啓
一
郎

水
道
課　

課
長

平
城
公
民
館　

館
長

井
上 

誠

内
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

内
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

課
長　

内
海
支
所　

支
所
長

石
川 

芳
洋

御
荘
支
所　

支
所
長

(

兼)

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

課
長

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

課
長

○
高
橋 

純
一



広報　　　　　　　　 平成19年5月号5

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

赤
水
保
育
所　

主
任
保
育
士

山
下 

ま
つ
み

長
月
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

下
田 

愛
姫

赤
水
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

田
手 

浩
子

中
浦
保
育
所　

主
任
保
育
士

長
崎
保
育
所　

主
任
保
育
士

木
村 

八
代
美

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

満
倉
保
育
所　

主
任
保
育
士

田
村 

早
苗

緑
保
育
所　

主
任
保
育
士

満
倉
保
育
所　

主
任
保
育
士

中
尾 

敦
子

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

正
木
保
育
所　

主
任
保
育
士

山
﨑 

由
起
子

正
木
保
育
所　

主
任
保
育
士

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

野
口 

民
子

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係　

係
長

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室 

介
護
保
険
係　

係
長

立
花 

慶
司

高
齢
者
支
援
課　

主
任
看
護
師

保
健
福
祉
課　

主
任
看
護
師

武
久 

時
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

主
任
生
活
相
談
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
寮
母

(

兼)

主
任
指
導
員

中
井 

直
美

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
支
援
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

上
級
寮
母

○
木
村 

眞
子

環
境
衛
生
課 
廃
棄
物
対
策
係　

係
長

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室 

男
女
参
画
係　

係
長

(

兼) 

企
画
係

濵 

哲
也

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 
管
理
事
業
係　

係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

主
査

○
鈴
木 

修

内
海
支
所 

地
域
振
興
課 
環
境
観
光
係　

係
長

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　

係
長

西
口 

源
一　

総
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

地
域
情
報
係　

係
長　

商
工
観
光
課　

課
長
補
佐

(

兼)

雇
用
対
策
係 

係
長

藤
村 

雄
二

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐

(

兼)

企
画
調
整
係 

係
長

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

障
害
者
福
祉
係　

係
長

長
田 

岩
喜

農
林
課　

課
長
補
佐

(

兼)

農
業
振
興
係 

係
長

上
大
道
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係 

係
長

(

併)

総
務
課　

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課　

住
民
係

近
藤 

一
弘

水
産
課　

課
長
補
佐

(

兼)

海
岸
防
災
係　

係
長

農
林
課　

課
長
補
佐

(

兼)

農
業
振
興
係　

係
長

中
川 

治
雄

商
工
観
光
課　

課
長
補
佐

(

兼)

雇
用
対
策
係 

係
長

社
会
教
育
課　

課
長
補
佐

(

兼)

社
会
教
育
係 

係
長

田
中 

俊
二

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

障
害
福
祉
係 

係
長

水
産
課　

課
長
補
佐

(

兼)

海
岸
防
災
係 

係
長

小
堀 
孝

選
挙
管
理
委
員
会 

選
挙
係　

係
長　

選
挙
管
理
委
員
会 

選
挙
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

交
通
係

宮
本 

良
也

総
務
課 

交
通
係　

係
長

社
会
教
育
課
人
権
啓
発
室

人
権
・
同
和
教
育
啓
発
係　

係
長

宮
崎 

茂

総
務
課 

庶
務
係　

係
長

総
務
課
広
報
広
聴
室 

庶
務
係　

係
長

清
水 

育

総
務
課 

広
報
広
聴
係　

係
長

総
務
課
広
報
広
聴
室 

広
報
広
聴
係　

係
長

尾
﨑 

弘
典

企
画
財
政
課 

財
政
係　

係
長

税
務
課 

国
保
介
護
賦
課
係　

係
長

山
本 

光
伸

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　

係
長

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室 

政
策
推
進
係　

係
長

池
田 

嘉
行

税
務
課 

国
保
介
護
賦
課
係　

係
長

企
画
財
政
課 

財
政
係　

係
長

清
水 

雅
人

商
工
観
光
課 

商
工
係　

係
長

商
工
観
光
課 

観
光
係　

係
長

山
岡 

強

商
工
観
光
課 

観
光
係　

係
長

税
務
課 

資
産
税
係　

主
任　

○
山
本 

正
文

観
光
旅
客
船　

船
長

観
光
旅
客
船　

船
員

○
吉
田 

万
亀
登

家
串
保
育
所　

主
任
保
育
士

柏
保
育
所　

主
任
保
育
士

児
島 

裕
子

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

児
童
福
祉
係　

係
長

長
月
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係 

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

楠
木 

宇
佐
美

長
月
保
育
所　

所
長
補
佐

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

桐
林 

美
子

久
良
保
育
所　

所
長
補
佐

中
浦
保
育
所　

所
長
補
佐

小
笠
原 

米
美

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

介
護
支
援
係　

係
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

(

兼)

産
業
建
設
係 

係
長

高
江 

学

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

住
民
福
祉
係　

係
長

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

○
武
田 

洋
子

学
校
教
育
課　

課
長
補
佐

(

兼)

学
校
教
育
係 

係
長

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係　

係
長

○
石
崎 

明
美

【
係
長
級
】

【
課
長
補
佐
級
】

生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐

(

兼)

社
会
教
育
係 

係
長

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

課
長
補
佐

(

兼)

文
化
振
興
係 

係
長

本
田 

計
江

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

消
防
団
係 

係
長

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

予
防
係 

係
長

松
田 

良
生

消
防
署 

第
1
小
隊　

小
隊
長

消
防
署 

第
1
小
隊　

係
長

○
浅
山 

稔

消
防
署 

第
2
小
隊　

署
長
補
佐

消
防
署 

第
3
小
隊　

小
隊
長

松
本 

伯
竹

消
防
署 

第
3
小
隊　

小
隊
長

消
防
署 

第
1
小
隊　

小
隊
長

長
田 

玉
夫

一
本
松
公
民
館　

館
長

愛
南
町
社
会
福
祉
協
議
会　

課
長

吉
村 

聡

西
海
公
民
館　

館
長

赤
水
保
育
所　

所
長

吉
田 

千
恵
吉

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室　

室
長

社
会
教
育
課
人
権
啓
発
室　

室
長

濵
田 

庄
司

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長

内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

吉
田 

一
仁

柏
寿
園(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)　

課
長

家
串
保
育
所　

所
長

宮
内 

正
喜

城
辺
み
し
ま
荘(
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)　

課
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長

三
原 

隆
司

消
防
本
部
・
消
防
署　

消
防
長

消
防
署　

消
防
署
長

○
佐
藤 

謙
吉

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長

消
防
本
部
消
防
課　

課
長
補
佐

(

兼)

救
急
救
助
係 

係
長

○
西
田 

茂

消
防
署　

消
防
署
長　

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長

本
多 

祐
三

消
防
本
部
防
災
対
策
課　

課
長

総
務
課
防
災
対
策
室　

室
長

中
川 

扶
身
人

消
防
署　

副
署
長

消
防
署　

副
署
長

(

兼)

第
2
小
隊 

署
長
補
佐

宮
下 

敏
夫
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西
浦
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

福
浦
公
民
館 

管
理
事
業
係

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

吉
田 

幸
稔

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室 

人
権
・
同
和
教

育
啓
発
係　

係
長

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係　

係
長

吉
本 

忠
司

消
防
本
部
庶
務
課 

予
防
係　

係
長

消
防
本
部
庶
務
課 

消
防
団
係　

係
長

藤
井 

裕
久

消
防
本
部
消
防
課 

救
急
救
助
係　

係
長

消
防
署 

第
2
小
隊　

係
長

増
田 

智
彦

消
防
署 

第
3
小
隊　

係
長

総
務
課
防
災
対
策
室 

防
災
係　

係
長

吉
村 

隆
典

消
防
本
部
防
災
対
策
課 

防
災
対
策
係　

係
長

総
務
課
防
災
対
策
室 

防
災
係　

係
長

早
川 

和
吉

消
防
本
部
防
災
対
策
課 

防
災
対
策
係　

係
長

総
務
課
防
災
対
策
室 

防
災
係　

係
長

飯
田 

英
功

城
辺
保
育
所

久
良
保
育
所

山
岡 

基
樹

緑
保
育
所

長
月
保
育
所

大
野 

里
恵

緑
保
育
所

赤
水
保
育
所

尾
崎 

智
美

東
海
保
育
所

一
本
松
保
育
所

入
江 

緑

一
本
松
保
育
所

東
海
保
育
所

垣
本 

君
代
美

一
本
松
保
育
所

城
辺
保
育
所

濵
見 

ユ
ミ

正
木
保
育
所

一
本
松
保
育
所

澤
近 

智
子

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室

倉
野 

豊
成

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室

清
水 

洋
子

議
会
事
務
局

(

併)

監
査
委
員
事
務
局 

監
査
事
務
係　

議
会
事
務
局

中
田 

旬
美

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)

総
務
課

桑
原 

真
也

総
務
課

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)

二
神 

裕
暁

【
一
般
】

総
務
課

内
海
支
所
住
民
福
祉
課(

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
派
遣)

脇
田 

弘
樹

総
務
課

総
務
課
広
報
広
聴
室

梶
田 

和
秀

総
務
課

総
務
課
広
報
広
聴
室

尾
川 

勝
彦

企
画
財
政
課

建
設
課

近
平 

高
宜

企
画
財
政
課

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室

藤
本 

光
代

企
画
財
政
課

水
産
課

畑
田 

博
光

財
産
管
理
課

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課

西
田 

季
史

税
務
課

農
林
課

本
多 

拓
哉

税
務
課

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課

山
下 

知
恵

町
民
課

建
設
課

高
橋 

裕
司

水
産
課

内
海
支
所 

地
域
振
興
課

好
岡 

英
樹

商
工
観
光
課

総
務
課

川
本 

由
香

建
設
課

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

西
田 

智
大

建
設
課

環
境
衛
生
課

安
岡  

修

保
健
福
祉
課

総
務
課

小
松 

一
恵

保
健
福
祉
課

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課

池
田 

志
保

柏
保
育
所

満
倉
保
育
所

児
島 

涼
子

柏
保
育
所

菊
川
保
育
所

濵
見 

妃
香

家
串
保
育
所

内
海
支
所 

住
民
福
祉
課

前
田 

麻
子

御
荘
保
育
所

緑
保
育
所

濵
田 

悦
子

御
荘
保
育
所

長
月
保
育
所

竹
村 

由
美
子

御
荘
保
育
所

緑
保
育
所

浦
川 

希
代

御
荘
保
育
所

一
本
松
保
育
所

越
智
田 

美
記

御
荘
保
育
所

城
辺
保
育
所

田
村 

恵

長
崎
保
育
所

家
串
保
育
所

松
藤 

千
秋

長
崎
保
育
所

久
良
保
育
所

中
尾 

千
草

城
辺
保
育
所

中
浦
保
育
所

中
田 

香
織

城
辺
保
育
所

御
荘
保
育
所

廣
瀬 

丹
保

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係

係
長

平
城
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

本
多 

か
ず
み

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係

主
任

○
松
本 

睦
美

西
海
支
所 
住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

町
民
課 

保
険
医
療
係　

係
長

藤
森 

厚
美

西
海
支
所 
地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係　

係
長

水
産
課　

漁
港
建
設
係　

主
任

○
吉
田 

潤
一 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係　

係
長

緑
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

西
田 

順
哉

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

係
長

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

地
域
ス
ポ
ー
ツ
係　

係
長

近
田 

幸
信

生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
係　

係
長

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

社
会
体
育
係　

係
長

猪
野 

博
基

内
海
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

水
道
課 

簡
易
水
道
係　

係
長

河
野 

栄
司

平
城
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係

係
長

佐
々
木 

里
香

長
月
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

財
産
管
理
課 
管
財
係　

係
長

大
峰 

新
一

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 
管
理
事
業
係

係
長

宮
下 

満
夫

上
大
道
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課

環
境
観
光
係　

係
長

有
田 

正
宏
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御
荘
保
育
所

城
辺
保
育
所

徳
久 

美
恵

長
月
保
育
所

御
荘
保
育
所

岸
田 

祥
子

中
浦
保
育
所

一
本
松
保
育
所

岡
﨑 

美
紀

城
辺
保
育
所

家
串
保
育
所

粟
野 

聖
子

城
辺
保
育
所

御
荘
保
育
所

土
居 

由
美

正
木
保
育
所

一
本
松
保
育
所

大
西 

ま
ち
子

柏
保
育
所

緑
保
育
所

脇
田 

菊
美

城
辺
保
育
所

長
月
保
育
所

猪
野 

登
志

緑
保
育
所

柏
保
育
所

森
口 

智
穂

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

高
橋 

み
づ
ほ

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

本
多 

真
智
子

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

山
岡 

さ
わ
み

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

篠
山
小
中
学
校

美
口 

佳
菜
子

福
浦
中
学
校

福
浦
小
学
校

清
家 

比
登
美

御
荘
保
育
所

城
辺
保
育
所

松
田 

加
代
子

東
海
保
育
所

一
本
松
保
育
所

島
津 

美
子

【
技
能
労
務
職
】

【新規採用者】
写真前段の右側から

【
臨
時
職
員
等
】

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室

前
田 

美
幸

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室

清
水 

芳
子

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室

佐
竹 

日
出
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課

浜
名 

由
佳

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

国
保
一
本
松
病
院

米
花 

か
お
る

環
境
衛
生
課

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課

加
洲 

裕
史

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

中
田 

憲
克

御
荘
霊
苑

財
産
管
理
課

柴
田 

浩
治

国
保
一
本
松
病
院

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

宮
内 

利
美

内
海
支
所 

住
民
福
祉
課

内
海
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

中
川 

三
恵
子

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

濵
見 

学
司

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

税
務
課

小
埜
山 

武
士

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課

尾
川 

美
保

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課

建
設
課

宮
脇  

司

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課

企
画
財
政
課

中
松 

勝
二

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課

環
境
衛
生
課

本
多 

清
彦

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
課

藤
田 

有
紀

生
涯
学
習
課

商
工
観
光
課

清
水 

宏
一

生
涯
学
習
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

尾
上 

雅
巳

生
涯
学
習
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

德
田 

惠
美

生
涯
学
習
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

藤
本 

吉
信

緑
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

田
下 

弘
之

福
浦
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

西
浦
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

吉
田 
秀
彦

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室

社
会
教
育
課 

人
権
啓
発
室

森
口 

弘
喜

D
E
・
あ
・
い
・
21

内
海
支
所
住
民
福
祉
課

田
中 

香
穂
理

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

浜
岡 

邦
之

城
辺
み
し
ま
荘(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)

税
務
課

宮
下 

健
博

柏
寿
園(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合)

商
工
観
光
課

山
下 

裕
凡

消
防
本
部
防
災
対
策
課

一
本
松
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

坪
﨑  

健

一
本
松
保
育
所

東
海
保
育
所

山
田 

須
真
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
黒 

美
鈴

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

御
荘
保
育
所

大
塚 

好
美

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

幸
田 

ふ
さ
江

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

久
良
保
育
所

山
崎 

久
美
子

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

和
田 

喜
代
子

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

一
本
松
中
学
校

濵 

真
由
美

一
本
松
中
学
校

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

武
井 

八
枝
美

平成 19 年 4 月 1 日付で採用された職員の方々

です。

山本  徹

村田 善一

重台 久美

吉村  昌

大塚 照美

長岡 真子

消防本部庶務課　主事

国保一本松病院　栄養士

水産課産業振興室　主事

写真後段の右側から

税務課　主事

国保一本松病院　看護師

地域包括支援センター　社会福祉士
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新
任
校

旧
任
校

氏　

名

柏
小

今
治
市
北
郷
中

○
寺
田 

晃
治

平
城
小

一
本
松
小

井
上 

洋
子

僧
都
小

吉
田
中

○
萩
森 

明

深
浦
小

城
南
中

○
上
甲 

茂
利

東
海
小

平
城
小

宮
下 

嘉
久

一
本
松
小

津
島
中

○
伊
井 

貞

成
妙
小

赤
水
小

○
吉
田 

章
代

奥
南
小

僧
都
小

土
居 

道
徳

大
洲
市
平
小

深
浦
小

松
田 

宗
治

畑
地
小

東
海
小

藥
師
神 

由
貴

【
教
頭
の
部
】

◇
小
学
校
教
職
員
の
部

中
浦
小

長
月
小

中
田 

啓
子

赤
水
小

西
浦
小

田
原 

喜
利
惠

長
月
小

吉
田
小

○
石
本 

法
哲

西
浦
小

三
間
小

○
清
家 

美
津
子

船
越
小

成
妙
小

○
古
谷 

久
代

西
予
市
皆
田
小

中
浦
小

兵
頭 

茂
博

南
部
小

福
浦
小

○
吉
田 

健
一

曽
根
小

御
荘
中

○
藤
田 

要
子

【
校
長
の
部
】

【
教
諭
の
部
】

家
串
小

柏
小

若
井 

清
美

家
串
小

平
城
小

中
尾 

茂
樹

柏
小

平
城
小

西
平 

千
恵
子

柏
小

城
辺
小

飯
田 

豊
一

柏
小

講
師

寺
尾 

由
香

魚
神
山
小

講
師

横
田 

省
吾

教
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

特集

2

中
浦
小

久
良
小

山
本 

眞
美

中
浦
小

満
倉
小

間
口 

一
昭

赤
水
小

一
本
松
中

浅
井 

望

平
城
小

赤
水
小

山
中 

広
樹

平
城
小

長
月
小

藤
田 

絵
美

平
城
小

福
浦
小

濵
見 

幸
恵

平
城
小

講
師

本
多 

智
子

菊
川
小

家
串
小

島
内 

里
香

長
月
小

講
師

島
岡 

貞
敏

長
月
小

講
師

竹
田 

知
佳

城
辺
小

深
浦
小

宮
下 

武
浩

緑
小

平
城
小

長
田 

正
昭

緑
小

一
本
松
小

宮
﨑 

美
奈
子

緑
小

船
越
小

得
能 

江
美
子

僧
都
小

城
辺
小

川
﨑 

裕
之

僧
都
小

東
海
小

宮
本 

徳
美

久
良
小

菊
川
小

西
村 

愛

久
良
小

助
教
諭

中
田 

勝
教

深
浦
小

助
教
諭

沖
中 

真
由
美

東
海
小

助
教
諭

本
多 

由
実

一
本
松
小

講
師

清
家 

雅
也

福
浦
小

中
浦
小

橋
村 

理
恵
子

福
浦
小

僧
都
小

清
水 

紀
子

福
浦
小

一
本
松
小

西 

邦
彦

福
浦
小

助
教
諭

浅
田 

里
香

福
浦
小

講
師

安
岡 

千
尋

西
浦
小

講
師

吉
田 

恵
理

船
越
小

講
師

土
居 

慶
子

　

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
異
動
者
の
み
掲

載
し
ま
す
。
（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）
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【
事
務
長
の
部
】

家
串
小

中
浦
小

藤
江 

知
子

中
浦
小

養
護
助
教
諭

河
野 

さ
ゆ
り

緑
小

福
浦
中

山
本 

佳
奈

僧
都
小

深
浦
小

大
館 

こ
ず
え

深
浦
小

緑
小

芝 
佳
代

一
本
松
小

中
浦
中

小
田
原 
悦
子

満
倉
小

養
護
助
教
諭

池
田 

貴
子

西
浦
小

養
護
助
教
諭

安
居 

結
花

篠
山
小

篠
山
中

芝
田 

美
穂

浦
知
小

家
串
小

黒
田 

礼
子

戸
島
小

僧
都
小

大
杉 

順
子

【
養
護
教
諭
の
部
】

城
辺
小

一
本
松
小

○
山
口 

吉
和

【
事
務
係
長
・
事
務
職
員
の
部
】

中
浦
小

船
越
小

松
本 

茂
久

菊
川
小

日
振
島
小

早
川 

翔

城
辺
小

一
本
松
中

山
本 

和
弘

一
本
松
小

満
倉
小

兵
頭 

武

船
越
小

西
予
市
明
間
小

中
尾 

利
恵
子

三
浦
小

菊
川
小

三
浦 

律
子

県
教
委

城
辺
小

宮
岡 

稔

【
退
職
さ
れ
た
方
】

家
串
小
教
諭

北
原 

幸
治

城
辺
小
事
務
長

安
岡 

昌
彦

中
浦
小
事
務
職
員

古
川 

由
理

内
海
中

西
海
中

吉
村 

智
明

西
海
中

宇
和
海
中

○
西
田 

一
洋

吉
田
中

内
海
中

二
宮 

泰
介

内
子
町
大
瀬
中

柏
小

○
濵
見 

陽
計

宇
和
海
中

船
越
小

濵
崎 

正
俊

◇
中
学
校
教
職
員
の
部

【
校
長
の
部
】

御
荘
中

篠
山
中

山
本 

典
政

城
辺
中

御
荘
中

鼻
崎 

正
雄

松
山
市
椿
中

柏
小

大
森 

弘
之

【
教
頭
の
部
】

内
海
中

僧
都
中

猪
野 

浩
信

内
海
中

講
師

蓮
本 
華
那

御
荘
中

城
辺
小

大
黒 
智
子

御
荘
中

僧
都
小

吉
岡 

瞳

御
荘
中

中
浦
中

吉
本 

和
代

御
荘
中

城
辺
中

梶
原 

隆
志

御
荘
中

城
辺
中

稲
垣 

大
介

【
教
諭
の
部
】

◇
そ
の
他

西
海
中

養
護
助
教
諭

垣
本 

明
日
香

福
浦
中

一
本
松
小

田
中 

千
鶴

【
養
護
教
諭
の
部
】

内
海
中

三
浦
小

赤
松 

義
彦

三
間
中

内
海
中

常
葉 

竜
司

【
退
職
さ
れ
た
方
】

城
辺
中
校
長

田
村 

茂
雄

御
荘
中
教
諭

梶
原 

陽
子

【
事
務
職
員
の
部
】

宇
和
高

御
荘
中

大
熊 

宏

御
荘
中

西
海
中

小
松 

清
行

城
辺
中

内
海
中

児
島 

裕
子

城
辺
中

御
荘
中

岡
原 

晶
子

城
辺
中

僧
都
中

門
屋 

あ
け
み

城
辺
中

僧
都
中

山
本 

真
由
美

城
辺
中

鳴
門
教
大
院
（
城
辺
中
）

塚
岡 

政
文

城
辺
中

新
採

矢
野 

雅
己

城
辺
中

講
師

市
橋 

明
子

城
辺
中

講
師

田
中 

由
美

城
辺
中

講
師

善
家 

美
佳

一
本
松
中

城
辺
中

吉
田 

い
づ
み

一
本
松
中

福
浦
中

浅
井 

隆
宏

西
海
中

一
本
松
中

都
築 

俊
彦

福
浦
中

南
宇
和
高

岩
城 

裕
子

宇
和
海
中

内
海
中

清
家 

隆
男

教
育
セ
ン
タ
ー
（
砥
部
中
）

中
浦
中

山
岡 

一
孝

城
北
中

御
荘
中

都
能 

伸
太
郎

広
見
中

御
荘
中

岡
田 

幸
俊

伊
方
町
三
崎
中

城
辺
小

松
下 

智
和

松
前
町
松
前
小

平
城
小

二
宮 

貴
美
子

愛
媛
大
院
特
（
東
雲
小
）

緑
小

前
田 

和
美

明
倫
小

緑
小

赤
松 

聖
則
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15％

20％

30％
33％

43％

50％

〈所 得 税　課税所得〉
〈町県民税　課税所得〉

所 得 税

町県民税

37
30

20

10

10 13

18009003300
200 700

5

改正前

15％

20％

30％
33％

43％

50％

〈所 得 税　課税所得〉
〈町県民税　課税所得〉

40
33

2320

10

一律  10％

18009003300
200 700
195 695

5

改正後

単位：万円

６月からの住民税の率が、国の三位一体の改革により変わります

　これまで広報11月号、１月号でお知らせしていますように、19年度の住民税の税率が変わることと定率

減税が廃止となることにより、大幅な税額の変更が生じます。ここでもう一度、今回の税源移譲のあらま

しをお知らせします。

　これまで、地方自治体は、財源の一部として国から国庫補助金

を受けていましたが、これは国が使い道を指定しているため地域

の実情に応じた柔軟な使い方ができませんでした。

　そこで三位一体改革では、

　　・国庫補助金の削減（国が関与するお金を減らす）

　　・税源移譲（税源を国税から地方税に移して地方の自主財源

を増やす）

　　・地方交付税の見直し（地域間格差を是正するための国から

の交付金を再検討する）

という３つの改革を行い、地方分権に適した財源の確保を図るこ

ととなります。

　この中で、国税から地方税への税源移譲が所得税から町県民税

へ３兆円規模で行われることとなったため、次のように所得税と

町県民税を合わせた改正が行われます。

　これらの改正は、税源を国から地方に移すことを目的としてい

ますので、移譲の前後で所得税と町県民税を合わせたときの納税

者の負担は変わらないようになっています。

※ただし、定率減税廃止等による影響があります。

三位一体改革に伴う改正について
１改正の経緯 税源移譲のしくみ

住 民 地 方

国

行政サービス

町県民税

国庫補助金
地方交付税所得税

△３兆

２税率が変わります

町県民税

　町県民税所得割の税率は、平成18年度までは３段階の超過累進構造になっていましたが、平成19年度

から一律10%の比例税率構造に変わります。

所得税

　町県民税の税率改正と併せて所得税の税率も見直されます。所得税については最低税率が10%→５%に

引き下げられ、最高税率が37%→40%に引き上げられ、なおかつ改正前の税率は4段階でしたが改正後は

６段階になっています。

　改正の前後で町県民税と所得税を合わせた納税者の負担は変わりません。

単位：万円
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６月
（新税率）

（新税率）

（旧税率）

（旧税率）

１月

18年

所得税

町県民税

19年

３改正の経緯

　町県民税と所得税では扶養控除や配偶

者控除などの人的控除額に差があるた

め、税率を調整するだけでは税負担が増

える場合があるため、増税とならないよ

うに減額措置を設けて細かい調整をして

います。

対象者 町県民税 所得税

給与所得者
平成19年６月の

給与天引き分から

平成19年１月の源泉徴収分

から

年金受給者
平成19年６月の

納付分から

平成19年１月以降の源泉徴

収分から

自営業者等
平成19年６月の

納付分から

平成19年分の所得から

（平成20年3月確定申告分）

４平成20年度の改正

◆住宅ローン減税

　平成18年末までに入居した方で、税源移譲により平成19年分以降の所得税における住宅ローン控除によ

る減税額が減少する場合には、翌年度の町県民税からその分が減額されます。

※この適用を受けるには、賦課期日（１月１日）現在の町（税務課）に申請が必要になります。 

◆特例減税

　平成19年度の課税総所得金額が人的控除の差額を控除しきれる方で、平成20年度の課税総所得金額が人

的控除の差額を控除しきれない方については、平成19年度の町県民税が改正前の税率で計算した額まで減

額されます。

 【平成18年度から引き続いての改正】

１老年者非課税措置が見直されました

２定率減税が見直されました

　昭和15年１月２日以前に生まれた方で、

前年の合計所得が125万円以下の方に適

用されていた老年者非課税措置が、平成

18年度から段階的に廃止されています。

　平成11年度から実施されていた、町県民税所得割

の定率減税が見直されました。

　平成18年度は7.5%（２万円が限度）に半減され、

平成19年度から廃止されます。

　また、所得税についても、20%を減額していまし

たが、平成18年分は10%（12万５千円が限度）に半

減され、平成19年分から廃止されます。 

町県民税

18年度 19年度 20年度

所得割額・

均等割額の

1/3を課税

所得割額・

均等割額の

2/3を課税

全額課税

町
県
民
税

18年度 19年度

所得割額

×

7.5％

（上限２万円）

廃　止
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 愛あるブランド
認定マーク

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

河
内
晩
柑
の
総
称
が

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」に
決
定

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

愛
南
ヒ
オ
ウ
ギ
が
愛
あ
る
ブ
ラ
ン
ド

認
定
を
受
け
ま
し
た

　

愛
媛
県
で
は
、
県
内
の
農
林
水
産
業
及
び
関
連
産

業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
た
め
に

「
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
」
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
機
構
で
は
県
内
の
優
れ
た
食
材
、
多

彩
な
食
文
化
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
で
よ
り
健
康
的
な
県
民
の
食
生
活

を
実
現
す
る
た
め
に
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。
３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
目
と
な
る

「
愛
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査
会
」
に
お
い
て
、
愛
南

漁
協
の
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
が
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し

「
愛
南
ヒ
オ
ウ
ギ
」
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
、
愛
媛
県
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
県
内
外
に
Ｐ

Ｒ
さ
れ
ま
す
。

※
愛
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
認

定
制
度
に
関
す
る
問
い

合
せ
は
、
水
産
課
産
業

振
興
室
又
は
農
林
課
農

業
振
興
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

３その他の改正

◆退職所得に対する特別徴収税額が変わります

　町県民税の税率が一律10%になることに伴い、平成19年１月以

降に支払われる退職所得に対する特別徴収税額が変更になります。 

◆損害保険料控除が改組されます（平成20年度）

　これまでの損害保険料控除が改組され、新たに地震保険料控除

が創設されます。これは、地震保険契約に係る保険料の金額の2分

の1に相当する金額を控除します。

（最高額:町県民税２万５千円・所得税５万円）

　経過措置として、平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約等については、従前の損害保

険料控除が適用できます。

（最高額:町県民税１万円・所得税１万５千円）

 ただし、上記の両方を適用する場合の控除額の上限は、地震保険料控除の最高額までになります。

※短期損害保険料控除は廃止となります。

◎ 詳しくは、税務課（TEL７２－７３０１）へ問い合せください。

　

愛
南
の
柑
橘
を

考
え
る
会
で
は
、

昨
年
12
月
に
本
町

の
農
産
物
販
売
促

進
を
め
ざ
し
「
河

内
晩
柑
」
を
、
統
一

感
の
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
で
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、
新

た
な
総
称
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
町
内
か
ら
１
４
５
名
の
応
募
が
あ

り
、
３
月
に
開
催
し
た
選
考
委
員
会
で
協
議
し
た
結

果
「
愛
南（
あ
い
な
ん
）ゴ
ー
ル
ド
」
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

『
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
』
の
「
ゴ
ー
ル
ド
」
に
は
、
色
以
外

に
も
味
の
優
位
性
や
温
暖
な
気
候
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

し
て
お
り
、
さ
ら
に
河
内
晩
柑
の
生
産
量
が
日
本
一

を
誇
る
愛
南
町
の
「
愛
南
」
を
入
れ
る
こ
と
で
産
地
が

明
確
に
連
想
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
町
内
の
河
内
晩
柑
の
生
産
者
の
方
々
に

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」
を
販
売
、
宣
伝
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
町
が
行
う
宣
伝

活
動
に
も
積
極
的
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」
と
応
募
さ
れ
た
10
名
の
方
の
中

か
ら
、抽
選
で
上
根
彰し
ょ
う
た太
く
ん（
一
本
松
小
６
年
生
）に
記

念
品
と
し
て
５
万
円
分
の
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

一本松小６年生の皆さん

（手前で目録を手にしたのが、上根彰
しょうた

太くん）

 ヒオウギ貝生産者の

戒﨑南
な み お

海夫さん（柏崎）
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御荘地域
地区名 行政協力員名

菊 川 １ 川　口　雅　春

菊 川 ２ 井　関　正　敬

菊 川 ３ 大　石　和　典

菊 川 ４ 神　谷　一　義

平　　山 宮　田　　　進

長　　洲 吉　田　和　博

長　　崎 斉　藤　和　久

貝　　塚 井　手　勇　司

八 幡 野 西　田　憲　幸

本　　町 中　尾　富　三

寺 新 町 池　田　雄　吉

栄　　町 棟　田　忠　彦

上　　町 梶　原　徳　重

馬　　場 清　水　　　勍

下永ノ岡 本　田　篤　利

上永ノ岡 船　平　　　晃

和 口 １ 宮　平　長一郎

和 口 ２ 吉　本　　　勉

長 月 １ 竹　村　和　也

長 月 ２ 金　原　　　徹

長 月 ３ 赤　松　作　男

長 月 ４ 安　岡　正　博

馬　　瀬 清　家　義　隆

節　　崎 大　西　俊　文

深　　泥 椙　山　　　力

防城成川 轟　　　政　典

赤　　水 中　田　幸　伸

高　　畑 清　水　芳　雅

尻　　貝 末　廣　四　郎

奥 ノ 谷 大　戸　恒　昭

中 ノ 谷 清　水　文　夫

高　　手 山　本　澄　夫

灘　　前 山　本　　　豊

左 右 水 宮　下　悦　男

猿　　鳴 山　田　幸　彦

西海地域
地区名 行政協力員名

越　　田 池　田　亀　男

弓　　立 内　田　　　勝

小　　浦 中　田　　　強

樫　　月 中　平　　　保

船　　越 吉　田　鋭　三

久　　家 長　田　幸　雄

下 久 家 池　田　俊　彦

樽　　見 中　井　照　一

大 成 川 中　野　久　夫

小 成 川 福　本　寅　尾

福　　浦 平　野　三　男

麦 ヶ 浦 濵　田　三　郎

武 者 泊 山　田　重　廣

外　　泊 楠　葉　和　弘

中　　泊 吉　田　秀　夫

内　　泊 濱　田　功　義

一本松地域
地区名 行政協力員名

正　　木 立　石　一　男

増　　田 宝　田　安　茂

小　　山 宮　下　建　夫

中　　川 民　家　史　郎

広　　見 岡　原　源　明

上 大 道 山　下　延　夫

満　　倉 和　泉　　　勝

一 本 松 大　峰　敏　男

地区名 組　名 副行政協力員名

正　　木

下組第一 山　本　　　卓

下組第二 美　口　　　卓

徳　　田 清　水　　　宏

宮　　川 黒　岩　松　秀

本　　村 田　村　　　元

御 在 所 岡　野　一　徳

大 駄 場 山　口　正　二

太　　田 内　倉　長　蔵

増　　田

亀 之 串 柿　本　達　男

八 人 組 岡　原　　　勇

東 中 屋 吉　弘　　　真

西 中 屋 小　松　正　弘

東 中 組 本　田　久　士

中　　組 徳　岡　尚　嗣

西 中 組 徳　原　安　喜

広　　岡 中　井　　　巧

内尾串第一 増　川　洋　介

内尾串第二 米　田　知　生

内尾串第三 山　田　信　正

平　　畑 山　本　増　美

中　　串 武　田　　　巡

小　　山

東 小 山 浅　山　一　郎

本村第一 埜々下　正　一

本村第二 埜々下　義　久

坂　　石 西　山　　　豊

中　　川

新　　田 赤　松　　　旭

大　　又 保　田　　　勇

影　　平 西　村　信　男

名　　本 岡　本　茂　伸

奈　　呂 島　津　恵　二

光　　野 山　本　和　弘

茶　　堂 西　口　　　孝

広　　見

弓　　張 田　中　秀　典

古　　宅 岡　原　圭　助

駄　　場 宮　岡　裕　之

岡 駄 場 池　田　　　力

名　　路 大　本　　　豊

向　　山 宮　川　善　吉

久 保 江 沖　野　利　文

上 大 道

東　　一 清　水　哲　夫

東　　二 松　本　宜　喜

西　　一 和　泉　　　修

西　　二 中　井　一　明

満　　倉
坪　　浜 都　築　　　務

西　　組 和　泉　浩　次

一 本 松

東部第一 土　居　　　修

東部第二 三　村　生　彦

南　　部 久　保　郁　朗

西　　部 増　川　恭　司

北　　部 玉　田　直　人

行政協力員

内海地域

地区名 行政協力員名

網　　代 松　綱　初　人

魚 神 山 山　本　兵　治

油　　袋 平　田　初　一

家　　串 北　條　重　治

平　　碆 中　尾　貞　文

須 ノ 川 河　野　　　満

柏　　崎 濱　田　多妥雄

柏 小　島　正　俊

城辺地域

地区名 行政協力員名

僧　　都 山　﨑　哲　也

山　　出 佐　藤　和　彦

梶 郷 上 金　子　克　己

梶 郷 下 近　藤　英　雄

大 道 上 菅　澤　　　隆

大 道 下 凝　地　利　秋

樫　　床 岩　村　逸　夫

樋　　口 菅　澤　達　也

西　　柳 好　岡　記志夫

岡 竹　原　晴　夫

中　　緑 末　武　文　男

当　　時 金　繁　範　男

下　　緑 中　井　　　一

左　　谷 金　繁　博　樹

太　　場 長　尾　秀　男

豊　　田 安　岡　昌　彦

豊 田 西 前　田　覺　美

東 団 地 木　村　栄　治

神　　越 山　田　春　清

中 ノ 谷 立　花　久　武

　以下のとおり、平成19年度の各地域の行政協力員の方々が決まりましたのでお知らせします。（詳しく

は、総務課まで問い合せください。）

鼻 増　田　陽　一

下 長 野 宮　崎　裕　司

石 井 手 未定

伊 勢 町 増　田　　　稔

矢の町１ 倉　田　美　憲

矢の町２ 平　田　　　的

矢の町３ 松　下　政　史

中 町 上 河　上　雅　昭

中 町 下 凝　地　直　水

北　　裡 中　川　治　雄

ふれあい住宅 島　岡　貞　敏

後　　１ 松　田　常　弘

後　　２ 松　林　寛　行

後　　３ 西　家　富士子

清　　水 井　上　　　傑

沖　　１ 宮　下　泰　弘

沖　　２ 細　川　安　雄

松　　本 凝　地　勝　義

久　　保 中　田　敏　治

鳥　　越 岡　田　俊　明

中　　原 桝　田　道　敏

土　　居 西　田　博　文

三島団地 田　窪　基　宏

蓮 乗 寺 松　蔭　秀　行

脇　　本 吉　村　一　男

中　　玉 田　村　茂　雄

大　　浜 　　　一　男

柿 ノ 浦 前　田　　　浩

敦　　盛 橋　本　正　人

岩　　水 宇　佐　正　志

垣　　内 濵　　　良　才

東　　浜 菊　地　五　大

中　　組 山　下　信　夫

奥　　前 中　平　英　明

西　　浜 安　岡　　　初

鼻　　前 中　尾　　　誠

鯆　　越 田　下　一　二

古　　月 藤　井　彌三男

日　　土 山　口　正　仁

大 寿 浦 浦　川　憲　惠

真　　浦 浦　川　辰　己

西 真 浦 清　水　岩　門

新　　浦 小　泉　一　明
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総
務
課
か
ら

地
区
懇
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

企
画
財
政
課
か
ら

美
し
く
描
か
れ
た

「
愛
南
町
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

企
画
財
政
課
か
ら

商
業
統
計
調
査
ご
協
力
の

お
願
い
に
つ
い
て

 3/   4/

27～ 5

　

今
年
度
も
、
住
民
の
皆
様
の
要
望
や
意
見

を
直
接
お
聞
き
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
５
月
14

日（
月
）、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
皮
切

り
に
、
６
月
６
日（
水
）、
御
荘
農
村
研
修
セ

ン
タ
ー
（
菊
川
）
ま
で
の
間
、
計
14
回
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
防
災
行
政
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
そ
の
他
、
不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
美
術
館
南
館
で
、
絵
画
を
通
し

て
、
愛
南
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
『
第
16
回
地

域
を
描
く
美
術
展 

新
生
「
愛
南
町
」
を
描

く
絵
画
展
』
が
開
催
さ
れ
、
本
町
の
美
し
い

自
然
や
町
並
み
な
ど
を
描
い
た
３
８
０
点
の

入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月

27
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
、
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
巡
回
展
」
も
行
わ
れ
、
36
点

の
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
画
展
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

美
術
展
協
会
が
主
催
し
た
ス
ケ
ッ
チ

会
等
で
描
か
れ
た
作
品
を
始
め
と
し

て
、
町
内
外
か
ら
３
８
０
点
の
応
募

が
あ
り
、
68
点
の
作
品
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。作
品
は
、ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ

い
で
、
改
め
て
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ

る
本
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
10
点
の
作
品
が

町
に
寄
贈
さ
れ
、
今
後
、
各
公
共

施
設
で
大
切
に
展
示
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
７
）
へ
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■一般の部　受賞作品
愛媛県知事賞 石垣の里 近藤　哲夫 新居浜市

愛媛県文化協会長賞 深浦湾 忽那　道人 松山市

地 展 大 賞 魚神山 竹内　秀明 松山市

愛 南 町 長 賞 山出の棚田 矢野　　強 大洲市

愛南町議会議長賞 きなはいや愛南の海 二神　恵子 松山市

愛 南 の 海 賞 家串の海 杉山　秀子 松山市

愛 南 の 山 賞 松軒山より望む 楠　　陽子 松山市

愛 南 の 川 賞 川辺のバンガロー 中山以佐夫 愛南町

愛 南 の 里 賞 学校の屋根に鯉昇り 河島　勝美 松山市

近代日本美術協会賞 立て干し網 加洲　　至 愛南町

創元会支部賞 一本松ドロンコサッカー 梁瀬　道代 愛南町

愛媛新聞社賞 岬の秋 濱崎　秀嗣 高知県土佐清水市

NHK松山放送局賞 長走りの滝 和田　寛次 愛南町

南 海 放 送 賞 三叉路 山下　　等 愛南町

テレビ愛媛賞 出番待ち 古川　初美 愛南町

あいテレビ賞 御荘湾 野間ヤス子 今治市

愛媛朝日テレビ賞 シンボルツリー 白形　毅史 東温市

■生徒の部　受賞作品
愛媛県
教育長賞

八ッ鹿踊り 橋村　嘉人 城辺小

愛南町
教育長賞

みかんの収穫 三原　慎也 緑小

＜小学生＞

金　賞
観自在寺参拝 池田　彩音 平城小

石垣の里 川本明日香 浮穴小

銀　賞

八体仏十二支
守り本尊

山本　尚弥 平城小

大宮神社 清水　　唯 満倉小

海中公園 栗田佳世子 石井東小

銅　賞

赤い橋 前田いさこ 家串小

おねんねからしし 橋村　朋果 城辺小

城辺中組からしし 清水　　隼 城辺小

思い出の僧都
小学校

西村　杏菜 僧都小

観自在寺 福留　直人 石井東小

＜中学生＞

金　賞 夕暮れ（柏にて） 高橋　航平 内海中

銀　賞
観自在寺 山田　晃平 城辺中

篠山登山道 所谷　拓弥 篠山中

銅　賞

中浦港 西川　真樹 中浦中

観自在寺へ！ 中尾　真生 御荘中

石垣の里 西本　　彩 城辺中

私の学校 西村麻由子 一本松中

故郷の海 德田　真紀 福浦中

その他、受賞された方々
仙波　和志 松山市

高須賀　満 今治市

川井　　正 松山市

松本　弘美 伊予市

曽川　正男 今治市

吉田　喜清 愛南町

玉井　弘美 東温市

米澤生太郎 宇和島市

馬越まゆみ 松山市

清永　賀子 松山市

大本　博之 松山市

尾崎　芳博 松山市

薦田登志夫 今治市

水口　達男 今治市

武田　典子 今治市

渡部　温史 松山市

山中美栄子 松山市

藤本　明美 西予市

芝　　令香 鬼北町

一色喜美子 松山市

真田　明志 松山市

長井　英男 西条市

原　　武男 広島県福山市

山崎　健治 松山市

武田　恵子 東温市

段野　和子 松山市

福井　勝喜 伊方町

矢野　芳英 今治市

山本　弘子 松山市

嶋野　晃士 愛南町

田縁健一郎 宇和島市

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
商
業
事
業
所
す
べ

て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
に
お
け
る
流
通

産
業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

（
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）
の
で
、
安

心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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総
務
課
か
ら

素
敵
な
絵
画
を

　

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

総
務
課
か
ら

行
政
相
談
委
員
が

　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

総
務
課
か
ら

み
ん
な
で
我
が
町
自
慢
の

30
秒
Ｃ
Ｍ
を
作
り
ま
せ
ん
か

企
画
財
政
課
か
ら

「
補
助
金
及
び
制
度
」廃
止
の

お
知
ら
せ

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

就
農
支
援
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

総
務
課
か
ら

４
月
１
日
か
ら
、特
別
職
・
管
理
職
の

給
料
及
び
手
当
を
減
額
し
ま
し
た

　

宇
和
島
市
在
住
の
兵
頭
恒つ
ね

子こ

さ
ん
が
、
美

　

次
の
方
々
が
、
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大

臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
公
平
・

中
立
的
な
立
場
で
相
談
に
の
り
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
行

　

今
年
度
も
、
愛
媛

朝
日
テ
レ
ビ
主
催

の
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
え
ひ
め
」
で
、

本
町
の
美
し
い
自
然

や
人
情
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
Ｃ
Ｍ

作
品
を
作
る
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方
は
、
５
月
31
日

（
木
）ま
で
に
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
℡
７
２

―

７
３
０
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
図
る
た
め
、
望
ま
し

い
組
織
・
機
構
及
び
事
務
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
単
独
で
実
施
し
て
い
る
補

助
金
及
び
制
度
に
つ
い
て
も
、
平
成
18
年
度

に
お
い
て
利
用
状
況
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
補
助
金
及
び

制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

各
担
当
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ

た
も
の
（　

）
は
、
担
当
課
で
す

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
補
助
事
業（
総
務
課
）

○
金
婚
式
（
高
齢
者
支
援
課
）

政
相
談
の
日
程
は
、
毎
月
「
広
報
あ
い
な
ん
」

の
行
事
予
定
表
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
各
地
域
の
相
談
員
さ
ん
】

　

内
海
地
区　
　

藤　

井　

千ち

よ

こ

代
子
さ
ん

　

御
荘
地
区　
　

橋　

岡　

仁ひ
と　

志し

さ
ん

　

城
辺
地
区　
　

黒　

澤　

民た
み　

彦ひ
こ

さ
ん

　

一
本
松
地
区　

山　

口　

修
し
ゅ
う  

兒じ

さ
ん

　

西
海
地
区　
　

山　

本　

美み

紀き

雄お

さ
ん

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
格
的
に
農

業
に
取
組
み
た
い
と
い
う
意
欲
あ
る
方
を
対

象
に
、
農
業
生
産
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
や

栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座
を
次

の
と
お
り
開
講
し
ま
す
。

１
受
講
資
格

　

Ｕ
タ
ー
ン
、
定
年
退
職
等
で
農
業
を
始
め

た
方
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
方

２
コ
ー
ス
及
び
講
座
内
容

　

果
樹
、
野
菜
、
水
稲
の
入
門
コ
ー
ス

各
コ
ー
ス
年
２
〜
３
回
程
度
の
講
座
を
計
画

（
６
月
〜
２
月
ま
で
）

３
募
集
人
数

　

全
体
で
20
人
程
度

４
受
講
申
込
先

　

受
講
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

術
教
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
た
昭
和
40

年
代
に
描
か
れ
た
故
兵
藤
俊と
し

朗ろ
う

さ
ん
の
油

絵
「
日

土
峠
・

節
崎
」

と
「
足

摺
岬
」

の
計
５

作
品
を

寄
贈
さ

れ
ま
し

た
。
ど

の
作
品
も
「
愛
南
町
の
美
し
い
原
風
景
」
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
で
、
多
く
の
方
に
ご

鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
長
室
及
び

本
庁
舎
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
19
年
度

に
お
い
て
も
、
町
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
踏

ま
え
、
４
月
１
日
か
ら
特
別
職
の
給
料
及
び

管
理
職
手
当
を
、
次
の
と
お
り
減
額
し
ま
し

た
。
な
お
、
管
理
職
手
当
の
支
給
率
を
２
％
、

削
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

(

特
別
職)現　

　
　

行

改　

正　

後

町　

長

７
７
０
，０
０
０
円

６
９
３
，０
０
０
円

（
10
％
の
減
額
）

副
町
長

６
２
５
，０
０
０
円

５
７
５
，０
０
０
円

（
８
％
の
減
額
）

収
入
役

５
７
０
，０
０
０
円

５
３
０
，１
０
０
円

（
７
％
の
減
額
）

教
育
長

５
７
０
，０
０
０
円

５
３
０
，１
０
０
円

（
７
％
の
減
額
）
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商
工
観
光
課
か
ら

田
舎
暮
ら
し
を
疑
似
体
験

移
住
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

水
道
課
か
ら

６
月
１
日
〜
７
日
は
、

水
道
週
間
で
す

農
林
課
か
ら

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策

推
進
事
業
に
関
す
る
こ
と

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

２
級
小
型
船
舶
操
縦
士（
５
海
里
未
満
）

免
許
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

田
舎
暮
ら
し

や
移
住
を
考
え

て
い
る
方
を
対

象
に
「
南
の
ふ

る
さ
と
探
し
の

旅
」
と
題
し
た

西
予
・
愛
南
・

宇
和
島
の
各
地

域
を
巡
る
「
移
住
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」

（
県
と
南
予
地
域
の
各
市
町
が
共
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
大
阪
や
神
戸
な
ど
に
お
住

ま
い
の
６
名
が
参
加
さ
れ
、
移
住
後
の
暮
ら

し
を
想
定
し
た
ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
、
温

泉
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
の
見
学
の

他
、
「
石
垣
の
里
」
で
有
名
な
外
泊
地
区
で

の
石
積
み
や
山
出
地
区
で
の
農
作
業
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
地
域
住
民
と
の
交

流
会
で
は
、
身
近
な
生
活
の
様
子
や
町
内
の

既
移
住
者
に
よ
る
経
験
談
な
ど
、
盛
ん
に

「
身
近
な
生
活
情
報
」
の
収
集
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
通
の
観
光

ツ
ア
ー
で
は
味
わ
え
な
い
、
地
域
住
民
と
の

触
れ
合
い
が
で
き
、
と
て
も
感
動
し
た
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
と
人

情
豊
か
な
愛
南
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
創
る

こ
と
で
、
移
住
人
口
の
増
加
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

浄
水
場
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を 

作
る
た
め
、
夜
間
で
も
休
日
で
も
水
質
の
監

視
や
施
設
の
事
故
・
故
障
な
ど
に
備
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
道
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
「
健
康
で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
様
々
な

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
上
で
、
必
要
不
可

欠
な
生
活
基
盤
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
水
道
事
業
」
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
質
の

高
い
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
「
水
道
」
を
構

築
し
よ
う
と
「
水
道
が
潤
す
日
々
の
健
や
か

さ
」
を
目
標
に
「
水
道
週
間
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

水
道
課
で

は
、
水
道
週

間
に
合
わ
せ

て
「
浄
水
場

の
施
設
見
学

会
」
を
行
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、

毎
日
飲
ん
で

い
る
「
水
」
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る

の
か
、
こ
の
機
会
に
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
５
日（
火
）〜
６
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で           

場
所　

城
辺
浄
水
場

　
　
　

（
城
辺
甲
５
４
９
０
番
地
）

問
い
合
せ　

水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
） 

城
辺
浄
水
場
（
℡
７
２
―

０
２
１
２
）

　

近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
被
害
が
非

常
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
拡
大
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
、
電

気
柵
の
設
置
補
助
等
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

そ
の
防
止
策
に
努
め
て
い
ま
す
。
補
助
申
請

等
、
詳
し
く
は
農
林
課
及
び
各
支
所
地
域
振

興
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
等
の
適
正
使
用
に
関
す
る
こ
と

　

梅
雨
時
期
に
入
り
ま
す
と
、
病
害
虫
な
ど

の
発
生
が
増
加
し
、
農
薬
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
、
農
薬
の
散
布
中
に
お
け
る
事
故

等
が
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
の
保

全
、
農
作
物
の
安
全
性
の
確
保
等
に
対
す
る

社
会
的
関
心
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
物
へ
の
防
除
を
行
う

際
に
は
、
使
用
基
準
を
遵
守
し
、
事
故
の
防

止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
残
っ
た
農
薬
や
農

機
具
等
の
洗
浄
液
が
水
路
や
河
川
に
流
れ
出

す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
操
縦
す
る
に
は
、

「
特
殊
小
型
」
の
免
許
が
別
に
必
要
で
す
。

期
日　

学
科
（
夜
間
） 

５
月
21
日（
月
）〜
24
日（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

審
査　

５
月
25
日（
金
）午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
10
分

実
技
（
昼
間
） 

教
習
２
日
間
と
審
査
半
日
程

度
の
計
３
日
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　

日
程
に
つ
い
て
は
、
学
科
開
講
時
に
通

知
し
ま
す
。（
人
数
に
よ
り
連
続
日
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

場
所　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

（
実
技　

愛
南
町
船
越
港
）

受
講
料　

１
２
３
，５
５
０
円

（
授
業
料
、
免
許
申
請
等
一
切
）

受
講
手
続
き
必
要
生
類
等 

※
受
講
申
込
書
（
所
定
の
様
式
）

※
予
備
身
体
検
査
証
明
書
（
所
定
の
様
式
、

　

タ
テ
4.5
㎝
・
ヨ
コ
3.5
㎝
の
写
真
１
枚
貼
付
）

※
住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
も
の
で
１
年

　

以
内
の
も
の
）

※
写
真
３
枚（
タ
テ
4.5
㎝
・
ヨ
コ
3.5
㎝
で
、
枠

久良小学校の皆さん
（平成18年度 見学会）
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生
涯
学
習
課
か
ら

モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
挑
戦
！！

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー

（
ヨ
ッ
ト
）に
挑
戦
し
よ
う

生
涯
学
習
課
か
ら

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

拠
点
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

生
涯
学
習
課
か
ら

「
第
３
回
愛
南
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

を
開
催

　

様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
ア

ス

リ

ー

ト

【
子
供
か
ら

大
人
ま
で
】

が

プ

ラ

イ

ド
を
賭
け
、

「
己
の
限
界
に
挑
も
う
、
競
技
力
の
向
上
を
め

ざ
そ
う
」
を
合
言
葉
に
『
第
１
回
愛ア
イ―

１ワ
ン

グ

ラ
ン
プ
リ
』が
、次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日（
土
）
午
後
1
時
〜

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目　

60
ｍ
走        

　
　
　

１
０
０
ｍ
走       

　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　
　
　

リ
フ
テ
ィ
ン
グ                 

　
　
　

テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　

１
輪
車
競
争             

　
　
　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー（
大
人
４
人
の
部
）     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
家
族
４
人
の
部
）        

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
洋

性
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
体
力
向
上
を
図
り

な
が
ら
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
次
の
と
お
り
「
Ｂ

＆
Ｇ
シ
ニ
ア
シ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
」
を
募
集
し

ま
す
。 

○
対
象
者　

60
歳
以
上
の
方
（
町
内
在
住

者
）
で
、
医
師
等
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て

い
な
い
方
。

○
活
動
内
容　

御
荘
湾
内
で
、
５
月
中
旬
か

ら
10
月
下
旬
の
火
曜
日
を
中
心
に
月
３
回

程
度
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン

ギ
ー
（
ヨ
ッ
ト
）
な
ど
の
体
験
。

○
会
費　

２
，０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

○
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）
へ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
生
活
文
化
の
向
上
及
び
地
域
の
連

帯
感
を
形
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と

し
て
「
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

平
城
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
研
修
・

会
議
に
使
用

で
き
る
交
流
室

及
び
研
修
室
を

は
じ
め
、
談
話

室
・
調
理
室

を
備
え
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
指
定
文
化
財

「
平
城
貝
塚
」
の
出
土
品
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
展
示
室
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
城
交
流
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
関
し
て

は
、
生
涯
学
習
課
へ
の
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
涯
学
習

課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）に
確
認
の
上
、
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー
の
概
要

敷
地
面
積　

１
３
３
１
・
９
９
㎡

構
造
物
の
種
類　

木
造
鋼
板
一
部
瓦
葺
平
屋

建
て

延
床
面
積　

４
７
０
・
８
２
㎡

施
工
業
者　

㈱
御
荘
建
設

施
工
金
額　

９
千
25
万
３
千
円

な
し
、
ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可
。
６
ヵ
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
で
、
無
背
景
の
も
の
）

※
み
と
め
印 

※
海
技
免
状
（
所
有
し
て
い
る
方
の
み
）

申
込
締
切
日　

５
月
14
日（
月
）

申
込
先
及
び
連
絡
先　

船
舶
職
員
養
成
講
習

所
（
℡
８
２
―

０
２
２
２
）

◎
希
望
者
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス            

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３

―

１
１
１
１
）
【
愛
南
町
体
育
協
会
事
務
局
】

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中

に
あ
る
古
い
建
物
や
石
垣
な
ど
を
調
べ
た
り

な
ど
、
新
し
い
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う

と
、
次
の
と
お
り
「
第
３
回
愛
南
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
間
６
回
の
講
座
が
あ
り
、
探
検
場
所
へ

の
移
動
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
各
公
民
館
へ
お
送
り
し
ま
す
。

○
講
座
日
時
及
び
内
容

月

日

曜

時　

間

内　

容

探
検
場
所

６

23

土

９
時
30
分

〜

15
時
30
分

海
岸
集
落
の
町

並
み
を
探
検

赤
水
・
中
浦

公
民
館

７

28

土

９
時
30
分

〜

15
時
30
分

山
間
集
落
の
町

並
み
を
探
検

（
親
子
15
組
）
正
木

公
民
館

８

25

土

９
時
30
分

〜

15
時
30
分

海
岸
集
落
の
町

並
み
を
探
検

（
親
子
15
組
）
東
海

公
民
館

○
募
集
定
員　

30
名（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
）※
７
・
８
月
は
、
親
子（
小

学
生
以
上
）で
の
参
加
者
限
定
と
な
り
ま
す
。 

○
申
込
み
期
限　

６
月
１
日
（
金
）

○
問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
中
央
公
民
館)

〈
℡
７
３
―

１
１
１
１
〉
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

認
知
症
を
学
び

　

地
域
で
支
え
よ
う
!!

生
涯
学
習
課
か
ら

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
衛
生
課
か
ら

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

平
成
19
年
度
「
愛
南
町
認
知
症

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催

受
講
希
望
者
募
集 

　

現
在
、
み
ん
な
で
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
を
支
え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
「
認
知
症
を
知
り
地

域
を
つ
く
る
10
カ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
等
の
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
昨
年
、
１
人
で
も

多
く
の
方
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
（
支
援
者
）
と

し
て
「
自
分
に
で
き
る
支
援
」
を
し
て
い
た

だ
き
、
み
ん
な
で
支
え
あ
え
る
地
域
を
め
ざ

そ
う
と
「
愛
南
町
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
開
催
し
、
中
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
、
３
８
８
名
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
に
と
っ
て

は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
た
適
切
な
対

応
や
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
が
あ
る
だ
け
で
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

○
講
座
は
、
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
少
人

数
か
ら
開
催
可
能
で
す
。（
気
の
合
う
仲

間
同
士
や
職
場
の
職
員
研
修
等
に
活
用
さ

れ
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）

○
講
師
は
、
本
町
の
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト（
５
名
）
が
務
め
ま
す
。

○
受
講
時
間
は
90
分
程
度
で
、
受
講
料
は
無

料
で
す
。

☆
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
や
各
団
体
・
職

場
・
学
校
等
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
せ
・
申
込
み
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事
務
局

　

（
内
海
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
８
５
―

０
８
８
８

　

平
成
19
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
銃
砲

刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
最

寄
の
警
察
署
へ
の
発
見
届
出
後
、
速
や
か
に

発
見
者
（
所
有
者
）
自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
し
、
登
録
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
19
年
度 

偶
数
月
の
第
３
水

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

○
刀
剣
類　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
古
式
銃
砲　

午
後
４
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会　

場　

愛
媛
県
庁
第
一
別
館
11
階
会
議
室

（
松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
―

２
）

持
参
品

⑴
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警
察
署
か

ら
渡
さ
れ
ま
す
）

⑵
当
該
銃
砲
刀
剣
類
（
布
等
で
包
む
な
ど
し

て
安
全
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

⑶
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

等
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）

⑷
愛
媛
県
収
入
証
紙
（
申
請
手
数
料
）

※
登
録
申
請
は
、
１
件
に
つ
き
６
，３
０
０

円
分
。（
事
前
に
県
収
入
証
紙
を
購
入
し
、
会

場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
な
お
、
県
収
入
証

紙
の
取
扱
所
は
、
県
庁
内
に
も
あ
り
ま
す
。

※
登
録
証
再
交
付
申
請
書
は
、１
件
に
つ
き
３
，

５
０
０
円
分
。（
再
交
付
が
可
能
な
場
合
の
み
）

注　

意

⑴
銃
砲
刀
剣
類
は
発
見
時
の
状
況
の
ま
ま
で

運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
布
等
で

し
っ
か
り
包
む
な
ど
危
険
防
止
の
措
置
を

講
じ
、
安
全
管
理
に
は
万
全
な
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑵
県
庁
内
の
駐
車
場
は
、
混
雑
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑶
登
録
申
請
手
数
料
は
登
録
で
き
な
い
場
合
も

返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

照
会
先　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
文
化
財
保
護
課
（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
６
〈
係
直
通
〉
）ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
右
記
照
会
先
に
事
前
に
連
絡
し
、
指

示
を
受
け
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

環
境
衛
生
課
で
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全

で
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り

「
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員
」
を
公
募

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
公
募
委
員
数　

２
名

○
任
期　

２
年
間
（
選
任
の
日
か
ら
、
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
）

○
目
的　

町
下
水
道
事
業
の
適
正
な
運
営
に

つ
い
て
審
議
を
行
う
。

○
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

○
応
募
期
間　

５
月
31
日（
木
）ま
で

○
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
環
境

衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
、
℻
７
３
―

２
１
０
８
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

郵
送
若
し
く
は
℻
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
様
式
は
、
問
い
ま
せ
ん
。
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▲
30歳

① ②

夫死亡時妻30歳未満

遺族厚生年金
（夫の老齢厚生年金の3/4）

夫死亡後
５年間

遺族厚生年金
（夫の老齢厚生年金の3/4）

中高齢寡婦加算

遺族厚生年金
または老齢厚生年金

老齢基礎年金

夫死亡時妻30歳以上

夫死亡時妻40歳以上で加算

▲
40歳

▲
65歳

▲
死亡

▲
就職

▲
   退職

▲
分割をする方ご自身の
支給開始年齢

▲
就職

▲
婚姻

▲
離婚

▲
退職

▲
分割をする方ご自身
の支給開始年齢

老齢厚生年金

老齢厚生年金

厚生年金の被保険者期間

厚生年金の保険料納付記録

分割をする方

当事者の合意または
裁判手続により定め
た割合に基づき分割

分割を受ける方

婚姻期間中の保

険料納付記録の

●額が多い方

婚姻期間中の保

険料納付記録の

●額が少ない方

保険料納付記録の一部

保険料納付記録の一部

厚生年金の保険料納付記録

厚生年金の被保険者期間

町
民
課
か
ら

若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生

年
金
制
度
の
見
直
し

離
婚
時
の
厚
生
年
金
の

分
割
制
度

保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
手
当
を

　

受
け
て
い
る
方
へ

①
夫
の
死
亡
時
に
30
歳
未
満
で
子
を
養
育
し

て
い
な
い
妻
等
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金

は
、
５
年
間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま
す
。

（
子
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
妻
が

30
歳
未
満
の
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら

５
年
間
）

②
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に
加
算
さ

れ
る
中
高
齢
寡
婦
加
算
（
年
間
５
９
４
，

２
０
０
円
）
は
、
夫
死
亡
時
に
40
歳
以
上

で
あ
る
妻
に
、
65
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の

間
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

(

従
来
は
夫
死
亡
時
35
歳
以
上
で
あ
る
妻

に
対
し
て
40
歳
か
ら
支
給
）

※
平
成
19
年
４
月
１
日
前
に
す
で
に
受
給
権

が
発
生
し
た
遺
族
厚
生
年
金
は
、
こ
の
新
し

い
仕
組
み
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
婚
姻
期
間
中
の

厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
、

当
事
者
間
で
合
意
し
た
割
合
に
基
づ
き

分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

【
分
割
の
効
果
】

○
分
割
を
受
け
た
方
は
、
ご
自
身
の
支

給
開
始
年
齢
か
ら
、
分
割
後
の
厚
生

年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
に
基
づ
く

老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
た
だ
し
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
ご
自
身
の
年
金
加
入

期
間（
分
割
を
受
け
た
期
間
を
除
く
）

が
、
原
則
25
年
以
上
必
要
で
す
。

【
手
続
】 

○
年
金
分
割
の
請
求
書
に
戸
籍
謄
本
や
分
割

割
合
を
定
め
た
必
要
書
類
を
添
付
し
て
社

会
保
険
事
務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
当
事
者
の
合
意
ま
た
は
裁
判
手
続
に
よ
り

分
割
割
合
（
50
％
を
上
限
）
を
定
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年
金
分
割

の
た
め
に
必
要
な
割
合
等
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
年
金
分
割
は
、
原
則
と
し
て
、
離
婚
を
し

た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ

の

他

、

詳

し

く

は
（
℡

７
2
―

7
3
0
0
）へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
６
月
は
「
現
況
届
」

　
　
　
　
　
　

提
出
の
月
で
す

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30
日
の
間
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届

け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通
知
を
５
月
下
旬

に
は
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
通
知
に
記
入
さ

れ
て
い
る
場
所
で
、
必
要
な
も
の
を
持
参
の

上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
等
に
よ
り
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

毎
年
６
月
に
再
度
見
直
し
が
さ
れ
ま
す
の

で
、
所
得
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（５月）
保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

○
拡
充
の
内
容

　

我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行

等
を
踏
ま
え
、
若
い
子
育
て
世
帯
等
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手

当
の
額
が
、
第
１
子
及
び
第
２
子
に
つ
い
て

倍
増
し
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童
手
当
の

額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所
得
制
限
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

〈
０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者
に

対
す
る
児
童
手
当
〉

（
現
行
）                　

（
改
正
）

第
１
子
、
第
２
子　

　

月
額
５
千
円　

↓　

月
額
１
万
円（
倍
増
）

第
３
子
以
降　
　
　
　

月
額
１
万
円   

月
額
１
万
円　
　

↓　

（
現
行
ど
お
り
）

〈
３
歳
以
上
（
現
行
ど
お
り
）〉

第
１
子
、
第
２
子　
　

月
額
５
千
円 

第
３
子
以
降　
　

月
額
１
万
円 

施
行
日　

４
月
１
日
（
拡
充
後
の
最
初
の
支

給
月
は
、
６
月
で
す
）

※
今
回
の
改

正
で
は
、
受

給
者
か
ら
特

段
の
手
続
き

を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
４

月
か
ら
３
歳

未
満
の
児
童
手
当
等
の
額
は
一
律
月
額
１
万

円
と
な
り
ま
す
が
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月

か
ら
は
、
第
１
子
及
び
第
２
子
の
手
当
額
は

５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

基本健診
肺・大腸
前立腺
肝炎検査

5月  8日 火
長野集会所   ９：３０～１０：３０

豊田集会所 １３：３０～１５：００

5月10日 木
下久家集会所   ９：３０～１０：３０

大成川集会所 １３：３０～１４：３０

5月21日 月
左右水集会所   ９：３０～１０：３０

猿鳴集会所 １３：３０～１４：３０

5月22日 火 尻貝集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

5月23日 水
御荘漁村振興
センター（中浦）

  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

5月28日 月
須ノ川公民館   ９：３０～１０：３０

平碆公民館 １３：３０～１４：３０

5月30日 水
蓮乗寺集会所   ９：３０～１０：３０

中原集会所 １３：３０～１５：００

5月31日 木
上大道集会所   ９：３０～１０：３０

満倉集会所 １３：３０～１４：３０

6月  5日 火 城の辺学習館
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

6月  6日 水
城辺保健福祉
センター

  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

6月  7日 木 内海保健センター
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

6月  8日 金
樫月集会所   ９：３０～１０：３０

弓立集会所 １３：３０～１４：３０

基本健診
肺・胃・大腸
前立腺
肝炎検査

5月  9日 水 長月公民館   ８：００～１１：００

5月10日 木 御荘文化センター   ８：００～１１：００

5月11日 金 一本松保健センター
  ８：００～１１：００

１３：３０～１４：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

5月  7日 月 中泊集会所 １２：００～１４：３０

5月  8日 火 西海支所 １２：００～１４：３０

5月14日 月 福浦漁協 １２：００～１４：３０

5月23日 水 篠山小体育館 １３：００～１４：３０

5月25日 金 一本松保健センター １３：００～１４：３０

胃がん検診

5月16日 水 内泊集会所   ７：００～  ８：３０

5月17日 木 大成川集会所   ７：００～  ８：３０

5月18日 金 久家集会所   ７：００～  ８：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 5月15日 火 城辺保健福祉
センター

H18年10月1日～11月30日生

５歳児健診 5月29日 火 H14年2月1日～3月31日生

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 5月18日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 5月21日 月 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 5月23日 水 西海保健福祉センター   ９：３０～１１：３０

みなみっ子 5月28日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

5月30日 水
城辺保健福祉
センター

１４：００～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談 5月30日 水
城辺保健福祉
センター

１３：００～１３：３０

事前申込み

栄養相談 5月22日 火
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

健康・生きいき・
aiプラン 推進大会

5月19日 土
御荘文化
センター

１３：００～１６：３０

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

５
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　
　
　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）
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税
務
課
等
か
ら
！

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

5・6月行事予定表

一　般　内　科

憲法記念日   3日 内海診療所 柏 ☎85-0341
みどりの日   4日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001
こどもの日   5日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121
第１日曜日   6日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255
第２日曜日 13日 内海診療所 柏 ☎85-0341
第３日曜日 20日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001
第４日曜日 27日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第１日曜日   3日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255
第２日曜日 10日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511
備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

５月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

６月の当直医

日 曜 時　間 行事名 場所

3 木   ８：３０～１７：００
第29回一本松
少年剣道大会

一本松交流促進
センター

4 金
  ９：００～１６：００

愛南サッカーフェス
ティバル2007（～６日）

南レク城辺
芝球技場他

１０：００～１５：００
愛南大漁まつり
２００７

南レクロッジ
御荘湾片の浜

8 火 １３：３０～１６：３０
高齢者総合相談
（要予約）

城辺保健福祉
センター

9 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・一本松・西海地域）
御荘文化
センター他

12 土

  ９：００～
第29回西日本軟式野球
大会（～１３日)

南レク城辺球場

１９：００～ 爆笑！若葉寄席
御荘文化
センター

愛南フェアinしゃく薬園
祭り（～１３日）

マイントピア別子

14 月
  ８：５０～１６：３０ 狂犬病予防注射 内海、御荘

１４：００～１７：００ 心の健康相談（要予約）
城辺保健福祉
センター

15 火   ８：４０～１６：３０ 狂犬病予防注射 御荘

16 水   ８：３０～１６：３０ 狂犬病予防注射 西海、城辺

17 木

  ８：２０～１６：３０ 狂犬病予防注射 城辺

  ９：３０～１６：００
第５回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク
御荘グラウンド

１０：００～１５：００ 人権相談 城の辺学習館

18 金

  ８：２０～１６：３０ 狂犬病予防注射 城辺、一本松

  ８：３０～１２：００
第５回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク
御荘グラウンド

１０：００～１５：３０ 年金一日相談 商工会城辺支所

１９：３０～２１：００ つくし会 大森文化会館

19 土 １２：４５～
健康・生きいき・
aiプラン推進大会

御荘文化
センター

26 土 １０：００～１９：００ 南予特産市（～6月1日） 三越松山店

28 月
１４：００～１７：００ 心の健康相談（要予約）

城辺保健福祉
センター

１９：００～ 邦楽コンサート 正道寺（船越）

6月

1 金 １０：００～１５：００ 人権相談 城の辺学習館

2 土
  ９：００～

第3回愛南町
スポーツ少年大会

ミニバスケットボール競技

城辺小
屋内運動場

１３：００～ 街道灯籠祭り愛南 南レクロッジ

6 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域) DE・あ・い・２１

9 土 １０：００～１９：００
愛いっぱい愛南産直市

（～15日）
三越松山店

　　 　子育てサークル
　　「こあら」御荘保育所 
　 　毎週月・水・金曜日
    　  ８：３０～１１：３０ 
　　 　 ※（5/4・14は除く）
　　5/15は開催
　　5/18・25は御荘夢創造館
　　（9：00～11：30）で開催

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
を
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
6月の引取日は、
 　６日・１３日・２０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁または各支
所まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

5/29
6/27

僧
都
高
正
織
布
跡
・
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

5/25
6/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

5/23
6/21

西　海

中
泊
有
料
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

5/21
6/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

5/17
6/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ

ン
・
満
倉
・
上
大
道
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

5/15
6/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船

越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、

ゆ
ら
り
内
海
裏
、
平
碆
・
柏
崎
・
梶
屋
敷
各
集
会
所

5/11
6/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

5/9
6/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

5/7
6/5

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

5/1
6/1

5、6月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

地区懇談会　毎回、午後7時から開催します。

　24 福浦公民館
　25 油袋漁民センター
　30 柏崎集会所
6/ 4  御荘漁村振興センター（中浦）
　 5  御荘文化センター
　 6  御荘農村研修センター（菊川）

5/14 久良ふるさとセンター
　15 緑基幹集落センター
　16 深浦公民館
　18 上大道集会所
　21 一本松山村開発センター
　22 西海町民会館
　23 中泊集会所
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に け ー し ょ ん
3/24 国道56号宿毛一本松改良が完成!

　国土交通省が進めていた、急カーブによる交通事故
等が多発していた高知県との県境付近の国道56号線
の改良工事が完成(2000年度に着工、総事業費約32億
円)し、開通式が行われました。開通式には、谷口町長
を始め篠山小学校児童も参加し、完成を祝いました。

3/25　　　　木の香り漂う新校舎(木造平
屋建、延べ床面積1,674m2、総事業費4
億4千万円)が落成!

　地区住民待望の篠山小中学校合同校舎が落成し、
児童生徒や住民、約250名が出席して賑やかに篠山小
中学校組合立篠山小・中学校「合同校舎落成記念式
典」が行われました。

　式典では、清水憲
あきら

記念式典実行委員長が「他に例
を見ない県域を超えた交流による一体感がある正木・
山北地区(高知県宿毛市)の子供たちにとって、新校舎
落成は大変喜ばしい出来事だ。今後、愛媛・高知の良
さを併せ持った篠南地区の特性を活かした教育内容
の充実に向け、両地区と学校が一体となって取組んで
いきたい」とあいさつを行い、谷口組合長が「この地
区には、県域を超えた住民の方々の強い支え合いな
ど、人が心豊かに暮らしていく上で大切なものが数多
く残っている。ここで育まれた子どもたちによって、小
中一環教育という先駆的な教育が実践されることを
願っています」と祝辞を述べました。また、五鹿踊りや
土佐宿毛いごっそ太鼓が披露された後、新校舎前での
「もちまき」もあり、地区総出で「新校舎」を祝いまし
た。なお、この建物は、愛媛県森林環境税を活用して
建てられました。

3/25 感謝の気持ちを伝えたい!

　御荘文化センターで、
南宇和高等学校吹奏楽
部による「第21回定期演
奏会」が行われ、若々しい
エネルギッシュな演奏と、

トランペット奏者、畠山崇
たかし

さ

ん、ソプラノの三好純
じゅん

子
こ

さん(旧

同校教頭)との共演があり、詰め掛けた約800名が南
高吹奏楽部ワールドを堪能しました。また、この定期
演奏会を最後に卒業する16名の3年生部員からは「地
域や保護者の激励や温かい言葉のお陰で、充実した3
年間を送ることができた」と、次々に感謝の言葉が語
られ、とても感動的な演奏会となりました。

4/2 山出に響いたトランペット!

　「山出憩いの里温泉」で、東京都交響楽団奏者と
愛媛ブラスアンサンブルによる「やまびこコンサート」
が開催され、約70名が山出の里に響く管楽器の音色
を楽しみました。
　同施設は、指定管理者制度の導入により「NPO法人
ハートinハートなんぐん市場」(理事長、梶田修

しゅう

二
じ

さん)
が、今年4月から指定を受け、新たな歩みをスタートさ
せました。梶田さんは「今後、山出地区の方々との一
体感の醸成等、様々な触れ合いの場を創出し、多くの
方に、美しい自然環境と良質の温泉をPRしていきた
い」と、力強く意気込みを話されていました。
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愛 南 こ み ゅ

3/18 まちを元気に!

　城辺商店街
の空き店舗を
利用したイベン
トで、まちを元
気にしようと、
町ボランティア
連絡会が「第
3回げんき市」
を開催しまし
た。
 「プラザじょ
うへん」を主
会場に、街探
検マップの展
示やリサイク
ル品の販売、
商工会青年部
による屋台など、歩行天国になった商店街では宇和島
ガイヤ踊りやストリートダンスなども行われ、活気あ
ふれる一時となりました。

3/18 地区の学び舎、僧都中学校が閉校!
　町学校統廃合計
画を尊重し、更に検
討・協議を重ねた結
果、平成19年4月か
ら僧都中学校を城
辺中学校に統合する
ことになりました。
　そのため、初めて
の閉校となる「僧都
中学校閉校式」(昭
和22年、僧都村立
緑中学校僧都分校
として創立)が行わ
れ、児童生徒や教職
員、保護者、地区住
民、約160名が参加

し、60年の歴史を刻んだ学び舎との別れを惜しみまし
た。
　式典の中で、谷口町長が「生徒の視点に立ち、望ま
しい教育環境を整備・提供するという目的のもと、
閉校という選択に至りました。地区の皆様方にとって
は、地域のシンボルがなくなることは、断腸の思いで
あるとお察ししますが、大局的な視点に立ち、ご理解
を賜りました関係各位に、心から感謝申し上げます」
と式辞を述べました。
　また、式典終了後、児童生徒たちは、学校生活の思
い出が詰まったDVDなどを入れたタイムカプセルを校
庭に埋め、開封される2020年の再会を誓い合いまし
た。

3/21 がんばれ愛媛FCと、愛南町をPR!

　カツオのぼりが勢いよく風になびく県総合運動公

園陸上競技場で、J2二年目の愛媛FCのホームゲーム二

戦となる「水戸ホーリーホック戦」が、愛南町マッチタ

ウンとして開催されました。

　試合は惜しくも、引き分けに終わりましたが、本町

からは、選手入場に花を添えたエスコートキッズ(一本

松小児童)、ヒオウギ貝や河内晩柑などの特産品販売

など、約230名が駆けつけ、地元チームに精一杯の声

援を送りました。また、ハーフタイムでは、カツオやタ

イ、ハマチなど、新鮮な産品や美しい自然環境を一本

松小学校児童がアピールし、その様子がテレビ(スカイ

パーフェクトTV)で放映されました。
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

赤水
保育所
園児

中浦
保育所
園児

長月
保育所
園児

御荘
保育所
園児

①

②

③

④

⑤

⑥

鶏肉
えび
たまねぎ
コーン
にんじん
グリンピース
バター
塩・こしょう
トマトケチャップ 
卵
塩
油
塩
トマトケチャップ

笑顔になっちゃう
元気メニューレシピ紹介

こいのぼりライス

作り方は

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15g

・・・・・・・・・・・・・・・10g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2g

・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・15g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

・・・・・・・・・・・10g

材料は

鶏肉は１cm角に切る。

たまねぎは、みじん切りにす
る。    

にんじんは、小さく角に切
る。

フライパンにバターを溶か
し、②をよく炒め、①・③・
えび・コーン・グリンピース
を入れて炒め、塩・こしょ
う・ケチャップで調味する。 

フライパンに油を入れ、卵に
塩を加え薄焼き卵を作る。 

④の上に⑤をのせ、こいのぼ
りの形にする。その上から、
トマトケチャップで絵をか
く。
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ラ
ン
ド

元気いっぱい！アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！アイ・あい・愛
　

保
育
園
児
や
中
学
生
、
地
区
住
民
、
計
45
名
が
参
加
し
て
、
正
木
公
民
館
に
よ
る
「
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
中
学
生
が
手
作
り
し
た
「
戸
た
て
ず
の
庄
屋
」（
正
木
地
区
に
伝
わ
る
昔
話
）
と
、
山
崎

久く

仁に

江え

さ
ん
（
読
み
聞
か
せ
の
会
代
表
）
の
感
情
豊
か
な
語
り
口
調
に
、
多
く
の
参
加
者
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
情
報
過
多
の
時
代
で
す
。
同
時
に
、
真
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選

択
す
る
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
読
書
で
知
性
を
内
か
ら
豊
か
に
し
、
考
え
る
力
を
育
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

絵
本
を
読
ん
で
感
性
を
磨
こ
う
!

3/
　8

　

深
浦
小
学
校
児
童
21
名
が
、
深
浦
公
民
館
主
催
の
節
句
行
事
「
城
あ
そ
び
」
に
参
加
し
、
シ
イ
や
カ
シ
、
杉
な

ど
で
作
ら
れ
た
「
城
」
に
、
大
漁
旗
や
書
き
初
め
作
品
、
色
紙
を
華
や
か
に
飾
り
付
け
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ

の
1
泊
2
日
の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
「
城
」
作
り
に
協
力
さ
れ
た
山
下
博

ひ
ろ
し

さ
ん
は
「
昔
は
、
近
隣
の
5
箇
所
ほ
ど
に
「
城
」
を
作
り
、
城
攻
め

な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
も
の
だ
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
公
民
館
や
P
T
A
、
地
区

役
員
が
協
力
し
て
、
同
地
区
伝
統
の
「
節
句
の
城
遊
び
」
を
通
じ
、
人
々
の
絆
を
守
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
城
遊
び

4/
　3

　

南
レ
ク
城
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
で
、
大
阪
や
熊

本
、
大
分
な
ど
の
県
外
の
チ
ー
ム
を
迎
え
「
第

26
回
南
レ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」（
12
チ
ー
ム
が
参
加
）
が
開
催
さ
れ
、
地

元
の
御
荘
・
城
辺
・
一
本
松
中
サ
ッ
カ
ー
部
も

強
豪
チ
ー
ム
相
手
に
善
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

　

地
元
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の

技
術
・
体
力
に
触
れ
る
貴
重
な
大
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

　

優
勝
:
愛
媛
F
C 

2
位
:
高
知
中

強
豪
チ
ー
ム
に
刺
激
を
受
け
る
!

3/
　31
4/
　2
〜

赤黒のユニホームが城辺中
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心配ごと相談室
　無料で弁護士と民生児童委員１名

が相談をお受けします。

５月８日

午後２時～４時　

御荘老人福祉センター

　無料で民生児童委員２名が日常生
活でかかえる心配ごとの相談をお受
けします。
５月12日・23日
午後２時～４時
御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

　詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合せください。

南
宇
和
高
校
創
立
百
周
年
記
念

招
待
試
合
開
催
の
お
知
ら
せ

◆
篠
南
川
柳
会

遣
り
繰
り
が
下
手
で
家
計
に
足
が
出
る　
　

木
下　
　

亨

百
足
と
書
い
て
ム
カ
デ
の
お
呪
い　
　
　
　

板
川　

良
子

足
が
出
る
こ
れ
が
本
当
の
米
作
り　
　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

打
撲
し
た
大
根
足
が
青
首
に　
　
　
　
　
　

岡
野　

静
子

雨
上
が
り
足
跡
残
す
獣
道　
　
　
　
　
　
　

前
田
由
紀
子

飼
い
犬
に
引
か
れ
て
足
が
強
く
な
り　
　
　

木
本　

清
子

夢
背
負
い
一
歩
踏
み
出
す
孫
の
足　
　
　
　

田
中　

保
美

千
鳥
足
玄
関
前
で
し
ゃ
ん
と
立
ち　
　
　
　

田
中
す
み
子

世
話
役
は
足
の
出
た
分
自
腹
切
る　
　
　
　

岡
原　

善
子

白
足
袋
の
踊
る
足
許
男
舞
い　
　
　
　
　
　

田
村　

京
子

足
音
で
分
か
る
釣
れ
た
か
釣
れ
な
い
か　
　

國
松　

幸
枝

◆
内
海
俳
句
会

四
世
代
睦
め
る
庭
や
花
舞
い
て

朝
寝
し
て
僅
か
な
幸
に
満
た
さ
れ
ぬ　
　
　

好
岡
東
明
子

山
桜
ふ
わ
り
昼
月
押
し
上
げ
ぬ

春
雨
や
そ
と
竹
ト
ン
ボ
く
れ
し
人　
　
　
　

堀
田　

辰
枝

入
学
の
報
告
に
絵
馬
い
な
な
き
ぬ

垣
根
越
し
風
情
に
春
を
惜
み
け
り　
　
　
　

太
田　

信
子

武
者
幟
現
世
確し
か

と
見
据
え
た
る

彷
彿
と
妖
精
舞
ふ
や
朧
お
ぼ
ろ

の
夜　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
３
月
句
会
）

と
う
立
ち
し
菜
の
花
黄
色
に
咲
き
乱
れ
風
寒
く
と
も
春
は
来
に
け
り　
　
　
　

中
平
喜
美
代

し
の
び
咲
く
水
引
草
に
手
を
触
れ
て
歩
む
山
道
陽
の
あ
た
た
か
し　
　
　
　
　

清
水　
　

香

風
あ
り
て
花
粉
の
飛
散
多
き
今
日
録
り
た
ま
り
た
る
ビ
デ
オ
を
観
て
こ
も
る　

松
本
マ
ス
子

シ
ュ
ー
ト
し
た
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
山
路
に
離
す
幼
犬
春
の
中
に
消
ゆ　
　
　
　

木
本　

清
子

弘
法
大
師
の
歩
ま
れ
し
と
ふ
径
辿
り
来
し
人
に
す
す
む
る
一
椀
の
汁　
　
　
　

前
田　
　

充

突
然
の
魔
の
い
た
づ
ら
か
お
の
の
き
つ
つ
人
の
情
け
の
身
に
い
た
く
し
む　
　

山
本　

豊
子

歌
誌
に
知
る
綸
言
の
汗
こ
れ
再
度
女
性
は
産
む
道
具
発
言
議
員　
　
　
　
　
　

宮
本
ヨ
リ
コ

年
々
に
祖
母
と
見
上
げ
し
寒
桜
ひ
そ
と
咲
き
い
て
我
ひ
と
り
見
る　
　
　
　
　

浜　

香
代
美

予
定
日
の
近
き
孫
よ
り
来
し
写
真
大
き
な
お
腹
に
思
は
ず
笑
ふ　
　
　
　
　
　

國
松　

幸
枝

す
べ
も
な
く
干
物
に
さ
れ
し
い
わ
し
十
匹
串
な
き
口
は
ム
ン
ク
の
叫
び　
　
　

河
上　

明
美

庭
に
添
う
小
路
を
抜
け
る
猪
を
夫
は
叫
び
つ
つ
棒
持
ち
追
い
か
け
る　
　
　
　

扇
野
八
代
生

灯
を
消
せ
と
地
団
駄
踏
ん
で
叫
ぶ
ご
と
や
か
ん
の
蓋
が
カ
タ
カ
タ
踊
る　
　
　

澤
近　

正
弘

軟
ら
か
き
土
持
ち
上
げ
て
さ
み
ど
り
の
春
大
根
の
犇
き
芽
吹
く　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

枝
し
わ
る
程
に
咲
き
た
る
白
木
蓮
見
惚
れ
て
佇
て
ば
甘
き
香
の
振
る　
　
　
　

井
村　
　

操

「
千
の
風
」
の
歌
唱
や
さ
し
も
わ
が
母
の
鎮
魂
歌
の
如
く
胸
に
し
み
く
る　
　

前
田　

知
子

物
云
ひ
て
行
き
し
遍
路
の
横
顔
の
ど
こ
か
似
て
ゐ
し
遠
住
む
吾
子
に　
　
　
　

国
光　

良
子

人
生
て
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
小
椋
は
歌
ふ
わ
が
人
生
に
戦
争
あ
り
き　
　
　
　

吉
田　

信
保

　

今
年
度
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
南
宇
和
高
校
の
記
念

行
事
と
し
て
、
来
る
５
月
26
日（
土
）、
選
抜
ベ
ス
ト
８
進

出
の
岡
山
関
西
高
校
と
済
美
高
校
を
迎
え
、
南
レ
ク
城
辺

公
園
野
球
場
で
招
待
試
合
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
野
球
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
一
生

懸
命
に
白
球
を
追
い
か
け
る
球
児
た
ち
の
熱
い
プ
レ
ー
に

声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日　

時　

　

５
月
26
日（
土
）南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場

時
間（
予
定
）

　

９
時　
　
　

南
宇
和
高
校
―
岡
山
関
西
高
校

　

12
時　
　
　

済
美
高
校　

―
岡
山
関
西
高
校

　

14
時
30
分　

南
宇
和
高
校
―
済
美
高
校

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
南
宇
和
高
校
（
℡
７
２
―

１
２
４
１
）
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（3月受付分）

（3月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 鹿
島
に
浮
か
ぶ
、
幻
想
的
な

「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
」の
光
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
も
う

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

昨
年
ま
で
３
日
間
開
催
し
て
い
た
「
サ
ン
セ
ッ

ト
ク
ル
ー
ズ
＆
ほ
た
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
、
今

年
度
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日　

時　

５
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）

25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

15
時
30
分
（
受
付
）　

21
時
（
船
越
着
）

参
加
費　

大
人　

１
，0
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

小
人　
　

５
０
０
円
（
小
・
中
学
生
）

※
幼
児
は
無
料
で
す
。

準
備
物　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、

懐
中
電
灯
な
ど

問
い
合
せ　

申
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
海
支
所
地
域
振
興
課

（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

西
海
支
所
地
域
振
興
課
か
ら

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　産婦人科医長 

三好　和
かず

生
お

　先生

　私は、４月から南宇和病院に勤務してい

ます。

　南宇和病院は、妊婦さんや産後間もない

方が安心して過ごせるために、産婦人科、

小児科を始め、各診療科の医療スタッフが

全力で支援しています。助産師も７名と多

く、お産時は側に付き添い、精神面および身体面に配慮したケ

アに努めています。里帰り出産も安心してお任せ下さい。

また、月経不順で不安な方、生理痛のコントロールをしたい

方、更年期症状をお持ちの方、子宮筋腫の方など、はつらつと

した女性の日常生活を支援するため、一人ひとりに合わせた生

活指導や薬の処方ができますので気軽にご相談下さい。

訂正とお詫び

　広報４月号でお知らせしました「町営住宅の入居者募集」の

記事の中で、中原団地の家賃が間違っていました。正しい家賃は、

２１,８００円から３６,２００円です。訂正してお詫びします。

「街道灯籠祭り愛南」開催のお知らせ

　６月２日、午後１時から、南レクロッジ駐車場で、街道灯籠

祭り実行委員会（兵頭朝美代表）が、灯籠作りや御荘湾片の浜

の清掃、灯籠のライトアップを行います。参加される方は、プ

ラザじょうへん（℡73－2288）へ問い合せください。



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から

　鮮やかな青空が広がる春の陽気に誘われ撮影した、

一本松地域のあけぼのリフレッシュゾーンの桜です。

（一本松温泉あけぼの荘付近）

編 集 後 記
　今年は暖冬で、気象庁

が桜の開花予想を間違う

など、可憐な花びらを待

ちわびた方も多かったの

ではないでしょうか。

　本町では、4 月に入っ

て暖かい日が続いたこと

もあり、ちょうど満開に

なった桜で、晴れの小中

学校の入学式を迎えた方

もおられたことと思いま

す。私も、長女が小学校

へ入学し、空の青さとピ

ンクや白色の花びらとの

コントラストが、とても

鮮やかでいい記念写真を

撮ることができました。

　桜といえば、旅立ち、

出会い、そして、別れの

季節を、とても感慨深く

演出してくれますが、望

どおりに新天地でスター

トを切れた方、そうでは

ない方もおられたことで

しょう。

　私は、春を「気分一新」

の季節とし、季節の移ろ

いを敏感に感じられる感

性、心にゆとりを持つこ

と、そして、何事もプラ

ス発想で取組むことを心

掛けたいと思っています。

理想は、・・・・・

　いずれにせよ、春を一

年の区切りとして捉え、

一斉に芽吹く新緑の若葉

のように、体内エネルギー

を放出していきたいと思

います。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の人口
（平成１９年４月１日現在）

世帯数　11,088 戸　
人口　   27,000 人
　男　   12,630 人
　女      14,370 人
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